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国内最大級の大型境界層風洞に入って、台風並みの
強風（風速15m/sを予定）を体験することで、風の持つ
力の強さと人間への影響を理解します。

風洞実験室の見学研修

■会場︓新潟⼯科⼤学 講義室13（LB201）

令和元年12月25日 水 １４：００～１５：３０ （開場：１３：００）

入場
無料

～台風並みの強風体験～

プログラム

台風15号の特徴や被害状況を紹介しながら、風災害
発生のメカニズムやそれに対する建築・都市づくり上
の備えについて、解説します。

第１部
～被害事例に学ぶ風に対する備え～

台風15号被害報告と解説
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※申込書は裏面

本年９月の台風15号は、非常に強い勢力を保ったまま
千葉県千葉市付近に上陸し、千葉県を中心に広域に
わたって甚大な被害をもたらしました。
日本風工学会を中心に行われた被害調査に参加し
た結果の一部を速報として報告するとともに、そこから
学ぶ今後の備えについて解説します。
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